
［成果情報名］水位に追随して自動開閉する機構を備えた取水口の浮遊性ゴミ流入防止装置

［要約］頭首工の取水口に流入する浮遊性ゴミを取水口から下流に誘導することによりゴミ除去労

力を軽減できる装置で、ガイドピンとガイド溝を設置することにより、装置は安定して水位変動に

追随、上下動、自動開閉する。
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［背景・ねらい］

河川へのゴミ投棄等によって取水口に設けられるスクリーンにゴミが付着して取水量が低下する

など、ゴミによる取水機能の低下が問題となっている。ゴミは人力や除塵機によって除去されてい

るが、ゴミの除去や処理には多大な労力と費用を要することから、取水口のゴミ処理に関する労力

及び費用の軽減が求められている。

本研究では、「浮遊性塵芥流入防止装置（特許－第380017号）」（図１）の現地実証試験を実施し

て、問題点の摘出、機器の改良を行い、安定して稼働する装置・機構の実用化を図る。

［成果の内容・特徴］

実用化した装置は以下の機能を有する。

１．設置した頭首工では、河川内水位が土砂吐ゲート上部から 30cm 上昇すると土砂吐ゲートを操

作して放流を開始する管理を行っている。そこで本装置は、河川内水位が土砂吐ゲート上部の

時には、図２のように河川内に張り出して、流下してくる浮遊性ゴミを下流に流下させる。

２．河川内の水位上昇に伴って、装置は自動的に徐々に閉じていき、土砂吐ゲートが操作される水

位では図３のように取水口に接するような状態となり、洪水の流下には影響を与えることがな

い。

３．本装置には手動で装置を閉じる（図３の状態にする）ためのジャッキが取り付けられており、

故障時にはジャッキを使用して、本装置を閉じることができる。

４．前装置では防止板の開度をバネにより維持していたのに対して（図１）、上下動に抵抗の少な

いローラを使用することで、防止板の開閉を容易にした（図４）。

５．バネ部に水圧が作用して上下方向の稼働に支障が生じていたため（図１）、ガイドピンとガイ

ド溝を設置することにより、水位の上下と共に浮遊性塵芥流入防止板を開閉する機構にした

（図５）。

６．浮遊性塵芥流入防止板を中空構造とした。これによって、防止板自体が浮力を有し、フロート

をコンパクトにでき、取水口から河川側への張り出しを少なくした（図２、３）。

［成果の活用面・留意点］

１．設置予定の取水口の通常時の水位とゲート操作を開始する水位の関係、洪水時の水位等を勘案

して設計する必要がある。

２．設置前には、土砂吐や魚道への流れの状況、流入するゴミの種類や量、河川流量とゴミの関係、

取水口へのゴミの集積状況などを調査して装置設置時の状況を想定することが望まれる。
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図２　設置した新しい装置（平水時の状況）�
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